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JANARD 総会プログラム 

 

日時 ２００４年７月１７日（土）１０：００～１７：３０ 

                １７：３０～懇親会 

場所 財団法人アジア農業協同組合振興機関 

※昼食は参加者の皆様負担でお願い申し上げます。 

 

プログラム詳細 

10:00~13:00 開会挨拶（米山代表） 

議題：  

※JANARD の今年度の予定 

・ 過去 3 ヵ年を振り返る 

・ 東ティモールのプロジェクト形成調査 

・ 他の機関との連携（農水省、外務省、ほか） 

※JANARD の今後の方向性について 

・ 人材育成 

・ プロジェクト調査形成評価 

・ JANARD について知りたいこと、聞きたいこと 

・ その他自由討論 

JANARD メンバー団体

13:30~15:00 ワークショップ Our Dreams Come True 

【目的】過去３年間 JANARD の活動で得たものを共有

するとともに、各団体が互いを知る機会にする 

【内容】AI の 4D サイクルのうち D2 の Dream ステージ

を体験。各団体の紹介も兼ねる。同時に、JANARD の夢、

目標をみんなで形成する契機とする。 

（添付ワークショップ案参照） 

 

JANARD メンバー団体

 

外務省、農水省等代表

にも必ず参加していた

だき、ＮＧＯへの理解

を深めてもらう 

15:30~17:30 オープン・ディスカッション  

17:30~ 懇親会 JANARD 自己資金対応
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ワークショップ進行 

Workshop: Our Dreams Come True 
 

【目的】過去３年間 JANARD の活動で得たものを共有するとともに、各団体が互いを知る機

会にする。この過程で、共通の「夢」を発見できれば JANARD のビジョン形成にもなる。 

 

【内容】AI の 4D サイクルのうち D2 の Dream ステージを体験。各団体の紹介も兼ねる。同

時に、JANARD の夢、目標をみんなで形成する契機となれば幸い。 

 

【進行】 

 時間：９０分 

参加者：３６人（JANARD メンバー＋役人） 

グループ：３グループ（各１２人程度）に分ける 

添付夢形成カードに記入する 

 

(1) カード記入（説明も合わせて４０分） 

わが団体の夢［中長期目標］ 

SMAART（Specific, Measurable, Achievable & Ambitious, Realistic, Time-bound であること） 

 団体としての具体的な夢を書く  

 ♪例：2010 までに東ティモールで、有機農業を教える農業学校を建設し、経営を軌道

に乗せ、東ティモールといえば「有機農業」と世界に知らしめたい 

この団体でやりたいこと［個人目標］ 

 参加者個人が所属団体で何をやり遂げたいか、個人の目標 

 ♪例：タイの ABC プロジェクトを成功させたい 

３年後はこういう団体にしたい［短期目標］ 

 参加団体の３年後の望ましい姿を想像してみる 

 ♪例：会員を倍増、認定を取る、予算規模３０００万円、有給職員２名、事務所を構

えている 

団体のイメージ 

 わが団体を動物にたとえると。。。絵を描く 

 ♪例：（▽・ｗ・▽） “ワンワンとワンワールドを実現” 

このような世界を作り上げるために貢献したい［長期目標］ 

 団体としてどのような世界を作るために活動しているのか、理想の世界像 

 ♪例：貧困のない世界、多様性を認め合う世界 

団体のビジョン 

 活動の指針、世界観 
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 「夢」と違うのは、もっと抽象的であること 

 ♪例：どんな人でも、どんな団体でも意志さえあれば一瞬にして変われる。世界の

片隅が変われば、世界も変われる 

 

(2) グループ内発表（４０分） 

 12 名のグループの中で各人がカードを発表 

 

(3) 全体発表（２０分） 

 各グループを代表して１人がカードを発表 

 

(4) カードは壁に貼り、懇親会のネタにする 

 

 

 

【Justification】 

・ １月にバングラデッシュで行われたＡＩ研修では、共通の夢を作るという部分で大変

な盛り上がりを経験した。 

・ 夢を語り合える仲間がいることを発見する（→JANARD の存在意義を盛り上げる） 

・ 各団体の夢や理想を語り合うことで「このような世界を作りたい」というところで、

各団体が互いに共通するものを見つけてくれたら、それが JANARD のビジョン形成に

つながると期待する。 

・ それぞれの団体の自己紹介もでき、参加意識も高まる 

・ ただし、具体的な提案を伴わなければ夢は夢で終わる（ＡＩではこのあとのプロジェ

クトデザインステージがある） 

・ また、これはＡＩにおける４Ｄサイクルのほんの一部で、部分的体験で全体を知るこ

とは難しい。これはむしろ、ＡＩを応用したミニワークショップであるという認識で

臨みたい。 
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“Our Dreams Come True” 
 

 

 
団体名： 氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３年後はこういう団体にしたい 

団体のイメージ

このような世界を作り上げるために貢献したい 

この団体でやりたいこと（個人） 

団体のビジョン 

わが団体の夢 （Specific, Measurable, Achievable & Ambitious, Realistic, Time-bound であること） 
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